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1) 1929年恐慌がドイツとアメリカに与えた経済的打撃について， コツカ Ji.!rgenKockaはi3eO
ように指摘している。 r社会史的に最も重要な指標である失業と大衆の購買力減退を一瞥するな
らば，両国における恐慌の類似性 Ahnlichkeitを強調することができる.JJ. Kocka， Angestel 
lte z'W/.schen F.“schismus und Denwkratie， Gottingen 1977， S. 430， Anm. 3 
2) H. A. Winkler， l'vfittelstund， Demukrutie .unu Nationalsoual山 nus，1<.61n 1972， S 





ソン諸国において民主主義的な問題解決を促進した別種の社会的 制度的枠組」を解明する ζ と
にあると言う。 Vgl. H. A. Winlder， Einleituns， in; ders. (Hg.)~ Die gTQβe K.門ぽ担
Am町 ika，Gottingen 1973， S. 7. 
3) H.-U. Wehler， Das D印 tscheKaiserreich 1871-1918， Gottingen 1973， S. 1G-16 こ
のような連続説の観点が「批判的」立場を意味するのは，グェーラー H四 s-UlrichWehlerに
よれば， r国民社会主義の政治をドイツ史のいわゆる非正当的所産として排除しようとし，そノ




最新の研究は， ヴインクラ- Heinrich Augus t Winkler の研究である。そ
こで以下において，かれの研究を簡潔に整理してその論点を明らかにしてみた












れ意識的な あるいは明らかに弁護論的な現実晶謎主義 1や「帝国統 の時代を理想化L-，これ
を1918年以笹の「堕落の歴史」一一少なくとも「第三帝国Jの「堕落の歴史」 から鮮明に際
立たせようとする強い精神的欲求」が今日なお存在するからであるリ Vg1. H.-TJ. W f'hlf'f，ο，p 
cit. S. 16 
4) ナナλ ムの社会的基盤としてり中間層の意義については，たとえば C.Micrcndorff， Gcsicht 
und Charakter der nationalsozialistischen Bewegung， in: Die Gesellsch，ずん 7.Jg. 1930， 
S. 489 f. ~ S. M. Lips叫 FoliticalMan. The晶 cialBases of Politics， New York 1959， 
pp. 131旺，内山秀夫訳『政治のなかの人間.111962年， 116ベーク以下，大野英三「ドイツ ファ
シズムの社会的基盤J，r経済論叢』第105巻第4・5，6合樹号.1970年， 50-78ページ，を参照せ
上。
5) ゲインクラ は，小営業者の抗議運動についてE 反民主主義的 ファシズム的運動と人民主義
的運動の 2類型を指摘して，国際比較を試みている.日 A.WinkJf'T， From Social Protection-
"皿 toNational Socialism: The German Small-Business Movemιnt tn Comparative 
Persp~cli ve， iu: .A山4打叫lO} Mode，-n IIistory， No. 48. 1976， pp. 13-16 
6) H. A. Winkler， Mittelstand， S. 157 
7) lb山i.，S. 17 






















ツト SeymourMartin Lipset 0)テ ゼは批判されなければならないと言う。 Vgl.S. M. Lip-
set， QP. cit. p. 133，前掲邦訳書， 118へー ク;H. A. Winkler， Extremisrnus der Mitte? in 
Vierteljahrshザ白 J市rZeitgeschichte， Nr. 20. 1972， S.175ff 
9) H. A. Winkler， Mittelstandsbewegung oder Volkspartei '. in ~ W. Schieder (Hg，) Fas 
chism山 alssoziale Beτ:vegung. Hamburg 1976， S. 102 
10) H. ^羽linkler，Vom Protest zur Panik， in: H. Mommsen u. a. (Hg.)， Industl官能5
Systevz und politische Ent即 'cklungin der耳石附間同町cReがdJlik，Di1sseldort 1974. S. 790. 
11) H. A. Winkler. Mittelstand， S.84 f 
12) lbid.， S. 180 
13) H. A. Winkler， Mittelstandsbewegung oder Volkspartei? S. 102. 
















14) H. A. Winkler， Mittelstand， S.179 
15) 中間層諸集団の利害の多様化については D.Blackbourn， The Mitte1stand in German :] 
Society and Politics， 1871-1914， in: Social Histo叩'~ No. 4. 1977， pp. 413 f を参照せよー
16) 多様な中間層詩集団を統的な「中産層」概念へ指した代表的な試みとして.G. Schmoll百，




S. 24.)このイデオロM 化さ札た「中産層」概念は， コッカによh.!， I異なる陪践に属し多
くの対立する利害を有する給料被用者と小有産者との間白根底的な緊張を臆蔽しJ，階段対立。
進展する社会において統合機能を提供するもりであったo V gl. J. Kocka， The First World 
War and the 'Mittelstand': German Artisans and White.Collar Workers， in: Journal 
ηrCnn色町'I1.tnraryHおtn.ツ.No. fI. 1973， p. 106 
17) こうした過程を主とLて都市の申間層について分析することが筆者白課題であるが， 農民層'
の統合についてはさしあたり次四ものを参照せよ o H.-J. Puhle， Agra口'scheInteress叫 ，politik
und p同 usischerKonservatismus im 'lιrilhelminischen Reich (1893-1914)， Bonn-Bad 
Godesberg， 2.verbes世 rteAufl. 1975， S. 98 f.;北住畑一「ドイツ第二帝制における農村政措
統合の基盤.， F愛知学院大学論叢法学研究』第19巻第1号.1975年， 31ベ ジ以下.
18) H. A. Winkler， Mitt呼出.，1 S. 179 























である， 49年条例については M.Biermer， Mittelstandsbewegung， in: Handworterbuch 
der Staatswissenschaften， 3.Aus.. J目 la 1910， S. 737; L. Muffelmann. Die刑 oderne
Mittelstandsbe'lc，egung， Leipzlg u. B町 lin19J~， S. 18を事照せよ。
20) E. F. Goldschmidt， Die deutsche Handwerkerbewegung bis zum Sieg de1' Gewer. 
befreih叫ん Munch巴n1916， S.118; W. Klausa， Darstellung und k円 tische Wu:rdi，伊 ng
der in Deutschland zum Schutze des Handwerks smt Inkrafttreten der GeTιerbeord 
問。19von 1869 eriassenen geset:dichen BestimηlUngen， Diss.. Neisse 1906， S.3 f 
























21) T. Hampke， Die Inr.ungsentwicklung in Prel1sF.n， in 吊品市ollers.Jahrbuch. N. F.. 18 
Jg. 189l， S. 197 
22) Schn"fte:n des Vereins.f辺，.Soaalpolitik (=SdVjめ.Bd. 10.， Dic Rcform dcs Lchrlings 
wesens， Leipzig 1875， S.39 





















24) W. Fischer， Wu-τscha舟山ldG町ellschaftim Zeitalter der Industrialisierung， 
Gottingen 1!)72， S.334 
25) 19世紀末の手工業D再編成については，八林秀一「帝政期ドイツ叩手工業J.r経済学研究， 20 
号， 1977壬ιを参照せよ.もとより，八林民の視角および結論と筆者りそれとは行論で明らかな
ように異っている。なお，営業経営統計に基く骨折に対するゾムパルト WernerSombartの批
判を参照されたい。 W.Sombart， Die deutsche Volksu:i岡山chaβ iTnneunzehnteη1 Jahr-
hund包rt，B~r1in 1913， S.329宜
26) K. Bucher， Die Handwerkerfrage. in 品'd~ゲS. Bd. 76. 1898. S. 23-24 
27) lbid..只 24仔
28) G. A. Ritter u. ]. Kocka (Hg.)， Deutsche Sozialgeschichte. Band 11: 1870-1914， 
恥1unchen1074ヲ S.289 2S仏
29) こうした「強制的適応」由実態は，彫刻工を例とLて G.A. Ritter u. J. Kocka (Hg.)， 
op.口't.，S. 296 fに生々 と描かれている。




















30) A. Ber1in円 ，Die Lage des de叫 schenHand'l-l.Jerker-Standes， Hannover 1877， S.13 
31) 品d¥ゲS，Bd. 10.; SdVj耳 Bd.1.， Verhandlungen von 1875， Leipzig 1875， S.95ff 
32) Sd下ys，Bd. 10ゅ S.13 
33) Sd予ys，Bd. 1.， S.97 
34) そり原因として玖 ①手工業における徒弟不足②徒弟の家庭の貧困， が指摘されている。 Vgl.
E培ちbnisseder uber die V町拙ltnissed廿 Lehrliηge，Gesellen und Fahrikaroeiter auf 
Beschlus des Bundesraths angestellten Erhebung，帥" zusammengestel1t im Reichskanz-
ler-Amt， Berlin 1877， S.75 f. (以下では E培 -ebnisseと略記してヨl用する。〕 ちなみに， 徒
弟の出自は主として工場労樹者ー下層手工業者などの社会的下層であったといわれる。 (A
Berliner， ~ρ cit.. S. 14.) 

























36) SdVfS， Bd. 10.， S. 166 
37) lbid.. S. 46 
38) Ergebnisse. S. 91 
39) Sdlゲ苫"Bd.. 10.， S. 10 
40) こうした状況のなかで，徒弟の両親も息子たちが徒弟年季を早〈終えて工場で現金収入をえる
ζとを望んだ。こうした両親の態度が重助違反による徒党制度の荒廃。 因であるとの指摘も少
なくない.V副 SdVfS，Bd. 10.， S.10; S，司lイfS，Bd. 11.， S. 97 
41) E'rgebnus巧 S.i:l7; SdVfS， Bd. 10.， S. 168 




















ている。 Vg1. Erhebung ub町
VerhaZtnisse zm Haηd由 erk，
bearbeitet im K創出rlichenSta-
tistischen Amt， 2.Hefte， Berlin 








43) Sd叱fS，Bd. 10.， S. 150 
44) ]. F. H. Dannenberg， ot. cit.， 
S. 49-50; Sdlゲ"8，Bd. :0.， S. 74 
45) Sd予ys，I3d. 10.， S. 149 
????????????? ? ?
l 石けん製造 75.0 25.0 166.7 
2 度なめし工 66.7 8.7 24.6 128.2 
3 煙突掃除夫 64.1 14.6 21. 3 116.7 
4 染色工 62.1 10.3 27.6 113.3 
5 錠前王 10.4 39.8 49.8 251. 3 
叩業種平均 I 45.5 I ぉ o， 19.5 " 149.4 
(注) 1. [G)ζ 職人のみ雇用する控営. [L) 徒弟の
み雇用する経営， CG+LJ;職人と革弟を雇用
する経営。
2 徒弟比軍 [LJおよび[G+L)の経営 100当
り白徒弟数.





手工業者の抗議運動は1870年代初頭より開始された。 l自72年 9月， 全国700
イヌング ，65，000名の代表がドレースデンに結集し， 営業条例改正のために闘
う利益団体を形成することが討議され，この集会の決議民基づいて翌1873年に
ライプツィヒにおいて「自営手工業者・工場主協会J Verein selbstandiger 













者運動のイデオロギーとして機能したことを示唆している点は興味深い。 Vg1. T. Hampke~ 
Der Befahig田 'lgsnachweisi;叫 Hand叩 e叫， Jena 1B93， S. 20 
47) H. B加 ger，Das Prngrωnm der Handτ出品er，Braunschweig 1893， S.129-130 
48) M. Biermer， ot.口't.，S. 739; H. A. Winkler， Mittelstand， S.47 
49) H. Rosenbeτg， CrlOse Dcp-rcssion und Bi岬同町'kzeit，Bcr1in 1967， S.5. I大不況」期
の手工業の経許状態については S.Angel-Volkov. The "Decline of the German Handik-
rafts“ Another Reappraisal， in 刊のつteljahrsschriftfur晶 'zia!-undWi巾 'chaftsges
chichte， Bd. 61， 1974. S. 165 f を曇照せよB
50) 19世紀後半の工業化の進展のなかにおける手工業の運命について早くから論争が行われてきた
民社会政策学会，ビューヒャー，ゾムパルトら申悲観的見解に対する批判が新しい研究に基づ
いて提出されている。たとえば W.Fischer， op口't.， S. 315妊; A. NoU， Soz:ia-oko冗"'"
clu!r Struktu問 I/.'andeldes Handwerks in der 'Z7.veit叫 Ph.osen d叶 11f.あMγinli室町四ng，. . . 
Gottingen 1975， S:13旺，八林秀 ，前掲論文， 88ベ一三人しかし， ζれらの研究では手工業経
・ ・・・・.. 済と手工業者運動とD関連についてなお論点を残している。歴史的問題が，ほかならぬw世赤ひヌ
ドイツ第二帝制におけるイヌゾクの再編成 (315) 99 
によってしるきれ，強制イヌ Y クを要求するこの運動は「オスナプリュック規
約」とし寸法制上の成果をかちとる ζ とができた。これは， 1878年当時オスナ


















あるとすれば， アンゲルー フオノレコア SchularnitAngel、1olkovがフィッツャ-Wolfram 
Fischerに対して，経曹的要因をもっぱら強調し，他の全て由歴史的要因を排除しているため，
こうした歴史的問題に撞遅することがほとんど不可能である，と単純な経済主義的なアプロ チ
を批判しているのはまさしく正鵠を射ている o Vgl. S. Angel-Volkov， op. cit.， S.168 
51) T. Hampke. o.ρ口it.，S. 38f.; H. Bdttger， 0_ρ 口't.，S. 133旺
fi2) H. Rottger， Geschichte包ndKritik des neuen Handr出 γkergesetzesvm匁 26..Juli 
1897， Floren:z u. Leipzig， S.46. 
53) 集会の趣意書には「手工業者の分散化と党派性を除去し，新しい時代を迎えた手工業者諸団体
を営業政策の分野における共通り統一的な同盟活動に結集すること」が集会の目的とされ，この
趣冒に基づい ζ全国四8イヌンク.10万人を代表する代議員が出庸した。 Vgl.T. Ha叩.pke，op 
α九 S.50!.
54) L. Muffelmann， ot. cit. S. 19 
100 (316) 第 122巻第5.6号
それにとどまらなかった。 さらに， この集会を契機として新しい路線を担う
べき運動主体として翌1882年に「全ドイツ手工業者同盟JAl1gerneiner Deut司
scher Handwerkerbund (ADHB)が結成された。 ADHBには， VHGm.西










うに，強制原理に基づいて手工業組織を再編すること， とりわけ強制イヌ γ ク
と大資格証明制の導入にあった。
1884年には ADHBとならぶ帝制期のもうひとつの有力な手工業者団体であ
る「ドイツ合同イヌ Yグ連盟中央委員会JZentralausschus vereinigter Inn-
ungsverbande Deutschlands (ZAIDうが結成された。これは1881年修正令に
よって法的基盤を与えられたイヌンク連盟の中央機関である日'0 Iベルリ Y綱
55) VHFは1879年に Vereinselbs凶肌ligerHandwerker und Gewerbetreib白lclerCVHG)と
改称された。 (H.A. Winlder， Mittelstand， S.213， Anm. 37.) 
56) B. Eschrich， Allgemeiner Deutscher HandwerkerblUld， in: Die burgerliehen Parteien 
叫 Deutschland.Handbuch der Geschichte d.町 burgerlichenPurtei印刷d urul.町"'
burgerlicher Intt何回norganisationenvom Vormarzあiszum 1945， Bd. 1， Eerlin 
1968. S. 27 
57) Ibid.， S. 28 
58) 中央党と保守党が ADHBと協調関係に入ったのは， 一方で手工業者層に大衆基盤を確保す
るためであったが他方で手工業者層が組向の中間層政党あるいは手工業者政党を形成すること
を牽制するためであった。 帝国議会選挙に ADHBが独自白候補者を立てようとすると，両党
がそれを妨害したという o (B. Eschrich， 0.ρ cit.， S.28.) 
59) ZAIDはペノレリ γに本部をおく回目イヌング連盟から構成され， 1890:年には2，758のイヌン
ク〈総数回28.1首)，93，708名〈総数の29.8%)を組織した。 Vgl.T.Ha工llpke，Die 由ul>品目v'























¥、Handwerkerorganisationen，in : Jahrbucher fur Nationalakonom.ie und Sfatistik (=.[fNS)， 
II. F.. Bd. 25. 1913， S. 624 
60) H. Bottger， Das p，河'gra出.mder Handz.ιげ hηS.141-142. 
61) W. Stieda， Handwerk， in: Handwor宮町加ehder Staatrrvissenschaften， 2.Aufl.， Jena 
1900， S.1107 

























62) E叫 Z山だfeines G四 etzesbetreffend Abanderung der G町出品eordnungnebst Beg-
吋i.ndung，Berlin 1881， S. 13 
63) 以上は信正令97条および97条a0 (H. Bottger， o.ム αt.，S. 188-189.) 
64) 以上は修正令100粂 bおよびdo (H. Bottger， op. cit.， S.189.) 
























65) W. Klausa， o.少.c-it.， S.10 
66) Entτ叫叱feines Gesttzes， S.15 
67) H. Bo杭ger，op. cit.， S. 190 
68) L. Beringer， Die Gesetzgebung der Innungen in Deutsch1and und er g，町:verblichen
























69) I&id.， S. 40 
70) lbid.， S.50 




P. VOigt. ，Die deutsche Innungen， in :Schmolleγ"S Jah油収ch，N. F.， ZZ. Jg. 1898， S.708 





















た ζ とが注目される7ヘこの点をプロイセ γについてもう少し詳しくみてみよ
つo
第l表から明らかなように， 1882年から1892年までに新設されたイヌンクは
73) F. Hit:ze， Die Handwerkerhage， in' Sd~ゲ白5， Bd. 76. 1898， S.48 
74) P. Voigt， op. cit.， S.713ところで，組織率を10拍とみるペットメf- Hugo Bottgerには手
工業者の捉ぇ方に基本的な誤まりがあるため. 1O'}f説は根拠に乏しい。 Vgl.H. Bottger， Das 
Pruw出 >nm 申 rHandwerke-r， S. 14， 192; P. Voigt， Die neue deutsche H四 dwerker
Gesetzgebung，皿 A町 hiψfursoziale G目'etzgebungund S同tistik，Bd. 11. 1897， S.45. 
106 (322) 第 122巻第5.6号
〔第 l表〕 プロイセンにおけるイヌ γクの発展(1878-96年〕
I ~ ""事|ヂヌ万|小 1イヌンク 1イヌンク成 員規の平模均
O. ， 
1878 6，0l~ 150，000人 24.9人
1882 56 30 86 86 
1883 195 286 481 567 
1884 171 551 n~ 1，289 
1885 391 1.506 1.897 3.186 
1886 492 1.898 2.390 5，576 
1~87 ~50 873 1，123 6，699 203，398 30.3 
1888 202 523 725 7.424 219.758 29.6 
1890 141 258 399 7，823 226.049 28.8 
1.:s92 30 72 102 7，925 221，337 27.9 
1894 。 o 。 7.925 219.175 27.7 
1896 15 7.940 224.956 28.3 
〔出典JT. Hampke， Die Innungsentwicklung in Preusen， S.206; P. Voigt， Die 













75) こ品くことはザクセγでも確認できる。 Vgl.B. Penndorf， L治 Innungswescninl. IG伽暗闇ch
Sachsen seit E仇!uhrungder G町出roef河 iheit，Leipzig 1907~ S. 60， 74，百
品) P. Voigt， Die deutsche Innungen， S.'112 















イヌング成員 ||13(6971614〕 1! 43918 22965 
(%) I (67，6) I (21.3) I (11.1) 
品丑 織 率| 9.2 
イヌン 牢 26.1 
イヌンク規模| 42.3 
〈注〉 傘 =1892年。他の欄は189E年。














77) ここで東部とは Ostpreusen，Westpreusen， Brandenburg， Pommern， Posen， Schlesien， 
北中部とは Sachsen，Schleswig-Holstein， Hannover，西部とは Westfa!en.Hessen-Nassau， 
Rh目 nprOVlllZを指す。
78) 1894年の手工業者数は，東部 277，044，北中部 202，957，西部 248，425であった. (P 
Voigt， op. cit.， ~. 712.) 
79) プロイセン以外でイヌ γク発展が著しかった地域は，ザクセソ，メク V ンプルクおよびハンザ
諸都市であったロ (P.Voigt， op. cit.， S. 713.) 
l国 (324) 第 122巻第6・6号
〔第 3表)県と市におけるイヌソク組織率 (1896年〕
県 |組僻| 市 |組織率
Konigsberg 51.6 Konigsberg 48.1 
東
Danzig 41.3 Danzig 45.3 
Stettin 49.0 Stettin 53.4 
i!Il 
Breslau 50.3 Breslau 42.6 
Arnsberg 16.9 Dortrnund 32.9 
西 Dussseldorf 15.9 
Dusseldorf 7.7 Elberfeld 17.0 
Krefeld 16.7 
部 Koln 10.9 Koln ~U.8 
Aachen 4.6 Aachen 16.3 






















南 胡s1) 299 13，267 4.3 958 43，293 14.1 
東 部 5，579 139，714 50.4 203<) 8，250 2.7 
北・中部 1，750 43，918 21.6 100 10.514 6.3 
百 部 543 22，965 9.2 408 14，010 5.8 
〈註 1) Bayern， Wurtembeピ'g，Bade泊.Hessenを指れ 2) 南部=189::年，そ白他 1892年。
3) 南部=1892年，その他~1898年。 4) 3県不明
[出典 T.Hampke， Die deutschen Handwerkerorganisationen， S.632-{)34より作成入
ドイツ第二帝制におけるイヌ γグの再編成 (325) 109 
の活動の中心は，実業教育制度の充実(専門学校の設立・図書館の設置・マイ














a 親方 Ib 徒弟| b/a 
1 
a 親方 Ib 徒弟| b/a 
東 部 137，036 82，451 60，2 139，714 83，571 59.8 
北・巾部 43，976 30，784 70.0 43，918 33，413 76.1 
商 高l 21，568 12，363 57.3 22，965 12，180 53.0 
計 |四Z，580 I山 98 I 62.0 l却 6問|山64I 62.5 
〔出典) P. Voigt. 0.ρー α't.，S. 701; T. Hampke. Die Innun用 entwicklungin Preusen， 
S. 20Sより作成。
80) Berghausen， Gewerbeverein， in: Handworterbuch der Staatsωissenschaften， 2.Aufl.， 
Jena 1900， S.558 
81) E. Lederer， Mittelstandsbewegung， in: Archiv fur Sozialwissensch{{β und品'Dzial-
tolνik， Rd. .'¥5. 1912， S. 914-915 
82) Ibiι， S. 915 
83) したがって，イヌソクが形成されると既有の営業協会が解散を余儀なくされることが少な〈な
かった。 (B.P白md町 f，op、口't.， S. 111-112.) 
84) P. Vu唱し op. cit.， S.703 






















85) Ibid.， S.703-704 
86) この点については， T. Hampke， Die neue Organisation des Handwerks und die Regelung 
des Lehr1ings"W"esens， in: JfNS， III. F.， Bd. 14. 1.897， S. 497， 505; H. Bottger， Geschichte 
蹴 dK，叫ん.S. 301を参照せよー
87) 1:止法組棋による社会集団。利益代表」という構造とその意義につレては，II.A.W阻 kler，
Pluralismus qder Protekt的nlsn叫 s?Wiesbaden 1972， S.5 f を参照せよ a
88) H. A. Winkl，町~ Mittelstand， S. 58 
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